
１　

委
員
会
見
解
案
に

　
　

つ
い
て

　

本
委
員
会
は
、
第
６
回
委
員
会
（
平

成
18
年
11
月
30
日
）に
お
い
て
、「
第
３

次
再
建
計
画
に
至
る
ま
で
の
経
過
と
そ

の
総
括
・
教
訓
」
と
題
す
る
委
員
会
見

解
を
ま
と
め
、
平
成
18
年
12
月
６
日
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
表
し
、
平
成
19

年
１
月
10
日
に
本
市
広
報
に
掲
載
し

た
。

　

そ
の
後
本
委
員
会
は
、
第
６
回
委
員

会
か
ら
市
民
の
目
線
か
ら
見
た
「
第
３

次
再
建
計
画
」
の
検
証
を
開
始
し
、
ま

た
、
ア
ル
ネ
再
建
に
も
関
連
す
る
「
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」
に
つ
い
て
検

証
を
行
っ
て
き
た
。

　

第
９
回
委
員
会
（
平
成
19
年
２
月
８

日
）
は
そ
れ
ら
の
検
証
結
果
を
ま
と
め

た
委
員
会
見
解
原
案
に
つ
い
て
協
議

し
、
そ
の
協
議
の
結
果
を
踏
ま
え
た
修

正
案
に
つ
い
て
第
10
回
委
員
会
（
平
成

19
年
３
月
１
日
）
で
協
議
し
た
。
そ
の

上
で
、
こ
こ
に
広
く
市
民
に
対
し
て
公

表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
第
９
回
委
員
会
以
降
は
、
改

正
さ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
三
法
」
に
基

づ
き
、
中
心
市
街
地
・
旧
町
村
中
心
地

活
性
化
の
方
向
に
つ
い
て
の
協
議
を
行

い
つ
つ
あ
る
。

２　

委
員
会
見
解
２

⑴ 

第
３
次
再
建
計
画
の
検
証

ア
．
第
３
次
再
建
計
画
策
定
に
至
る
ま

　

で
の
経
過

　

前
回
の
「
委
員
会
見
解
」
で
述
べ
た

よ
う
に
、
平
成
11
年
３
月
と
平
成
14

年
３
月
に
２
度
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
補

助
金
を
導
入
し
、
平
成
15
年
３
月
か
ら

の
増
資
・
貸
付
の
緊
急
支
援
を
実
施
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
結
果
と
し

て
、
第
三
セ
ク
タ
ー
「
津
山
街
づ
く
り

株
式
会
社
」
の
本
質
的
な
経
営
改
善
に

は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
が
、
事
業
継
続

を
図
る
こ
と
に
よ
る
再
生
す
る
チ
ャ
ン

ス
は
残
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
チ
ャ

ン
ス
の
芽
を
摘
む
経
営
破
綻
に
対
す
る

危
機
感
か
ら
、
抜
本
的
な
経
営
改
善
策

に
取
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。
平
成
15
年

11
月
に
、
津
山
市
が
「
ア
ル
ネ
再
建
構

想
検
討
報
告
書
」（
第
１
次
案
）
を
作

成
し
、
市
議
会
に
提
出
し
た
。
第
１
次

案
は
、「
津
山
街
づ
く
り
株
式
会
社
」

の
経
営
継
続
を
図
る
た
め
、
ど
の
範
囲

で
、
ど
こ
ま
で
公
的
支
援
が
で
き
る
か

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
示
し
た
も
の

で
あ
っ
た
が
、
50
年
に
わ
た
る
長
期
計

画
で
あ
っ
た
た
め
、
銀
行
団
等
の
関
係

者
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
、
ま
た
、
市
議

会
も
反
発
し
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
次

に
、
平
成
16
年
３
月
に
「
津
山
街
づ
く

り
株
式
会
社
」
が
「
ア
ル
ネ
再
建
計
画

案
」（
第
２
次
案
）
を
作
成
し
、
市
議

会
に
提
出
し
た
。
第
２
次
案
は
、
ア
ル

ネ
施
設
を
一
部
公
有
化
し
、
そ
の
売
却

資
金
を
原
資
に
債
務
を
一
部
弁
済
し
、

残
債
務
に
つ
い
て
は
、
返
済
期
間
の
長

期
化
と
金
利
の
減
免
に
よ
り
解
決
し
よ

う
と
し
た
シ
ナ
リ
オ
で
あ
っ
た
が
、
市

議
会
か
ら
は
債
権
放
棄
ま
で
踏
み
込
ん

だ
抜
本
的
対
策
を
求
め
る
声
も
あ
り
、

同
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

企
業
再
生
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
松

嶋
英
機
弁
護
士
チ
ー
ム
の
協
力
を
得
な

が
ら
、「
津
山
街
づ
く
り
株
式
会
社
」

が
「
津
山
街
づ
く
り
株
式
会
社
再
建
計

画
」（
第
３
次
案
）
を
作
成
し
、
日
本

政
策
投
資
銀
行
を
中
心
と
す
る
銀
行
団

と
天
満
屋
の
同
意
を
得
た
後
、
平
成
17

年
１
月
の
臨
時
市
議
会
の
議
決
を
経
て

第
３
次
案
再
建
計
画
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

イ
．
第
３
次
再
建
計
画
の
内
容

　
「
ア
ル
ネ
再
建
計
画
」
の
目
的
は
、

経
営
不
振
の
第
３
セ
ク
タ
ー
で
あ
る

「
津
山
街
づ
く
り
株
式
会
社
」
を
再
建

し
、
ア
ル
ネ
の
再
生
を
図
る
こ
と
に
あ

っ
た
。

　

ア
ル
ネ
が
経
営
不
振
に
陥
っ
た
主
な

原
因
は
３
つ
あ
る
。

　

第
一
は
、
テ
ナ
ン
ト
の
売
上
の
不
振

で
あ
り
、
第
二
は
、
施
設
の
維
持
・
管

理
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
莫
大
で
あ
っ
た

た
め
で
あ
る
。
第
三
は
、
過
大
な
初
期

投
資
に
伴
う
有
利
子
負
債
の
負
担
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
商
業
保
留
床
取
得
費
約

63
億
円
に
対
し
、
資
本
金
が
６
億
円
し

か
な
か
っ
た
た
め
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

補
助
金
約
15
億
円
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、

「
津
山
街
づ
く
り
株
式
会
社
」
が
財
源

と
し
て
多
額
の
負
債
（
銀
行
借
入
金
約

30
億
円
、
天
満
屋
協
力
金
約
27
億
円

等
）
を
抱
え
る
こ
と
と
な
り
、
負
債
弁

済
及
び
支
払
利
息
負
担
が
経
営
を
圧
迫

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

第
３
次
の
「
ア
ル
ネ
再
建
計
画
」
の

内
容
の
特
徴
点
は
４
つ
あ
る
。

　

第
一
は
、
私
的
整
理
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
活
用
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
、
公
平
性
・
透
明
性
の
高
い
債
権
放

棄
を
求
め
る
た
め
の
ル
ー
ル
で
あ
っ

て
、
法
的
整
理
等
よ
り
も
事
業
の
毀
損

の
程
度
が
低
く
、
第
三
者
で
あ
る
専
門

家
（
多
比
羅
弁
護
士
チ
ー
ム
）
の
チ
ェ

ッ
ク
も
受
け
て
お
り
、
関
係
者
の
合
意

及
び
計
画
実
施
の
実
現
可
能
性
が
高
か

っ
た
。し
か
し
、「
計
画
の
実
現
可
能
性
」

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、「
再
建
計
画

の
収
支
と
現
状
の
収
支
に
乖
離
が
生
じ

て
い
る
」
と
い
う
指
摘
も
あ
り
、
引
き

続
き
「
私
的
整
理
」
の
結
果
の
行
方
を

見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

　

第
二
は
、
債
権
放
棄
等
の
金
融
支
援

で
あ
っ
た
。「
津
山
街
づ
く
り
株
式
会

社
」
は
、
当
時
約
61
億
円
の
負
債
を
抱

え
、
経
営
が
圧
迫
さ
れ
て
い
た
が
、
約

23
億
円
の
債
権
放
棄
等
の
支
援
（
銀
行

団
約
12
億
円
、
天
満
屋
約
11
億
円
）

を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
借
入
金
等
の

負
債
を
圧
縮
し
、
経
営
基
盤
の
強
化
を

図
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

第
三
は
、
天
満
屋
売
場
の
集
約
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
等
に
よ
り
売
上
収
入
の
改

善
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
四
は
、
支
払
利
息
・
地
代
家
賃
・

租
税
公
課
・
減
価
償
却
等
の
経
費
の
削

減
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
第
３
次
再
建
計
画
の
内
容
を

踏
ま
え
て
、
津
山
市
は
、
第
３
セ
ク
タ

ー
「
津
山
街
づ
く
り
株
式
会
社
」
の
筆

頭
株
主
と
し
て
、
商
業
床
（
３
階
・
４

階
等
）
の
購
入
に
よ
る
公
的
支
援
を
す

る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、「
津
山
街
づ

く
り
株
式
会
社
」
の
経
営
陣
も
刷
新
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ウ
．
第
３
次
再
建
計
画
の
進
捗
状
況

　

前
記
第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、
債
権

放
棄
等
の
金
融
支
援
に
つ
い
て
は
既
に

実
施
さ
れ
、
併
せ
て
一
括
弁
済
も
行
わ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
津
山
街
づ
く
り

株
式
会
社
」
の
負
債
は
、
現
在
、
約
16

億
円
に
ま
で
圧
縮
さ
れ
て
い
る
。

　

前
記
第
三
の
点
に
つ
い
て
は
、
天
満

屋
売
場
を
１
・
２
階
に
集
約
す
る
こ

と
、
及
び
、
新
規
テ
ナ
ン
ト
を
誘
致
す

る
こ
と
を
骨
子
と
す
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

は
計
画
年
次
よ
り
遅
れ
た
も
の
の
、
平

成
18
年
11
月
に
第
一
弾
が
実
施
さ

れ
、
今
後
も
段
階
的
に
実
施
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。
売
上
収
入
の
改
善

に
つ
い
て
は
、
今
暫
く
状
況
を
見
守
る

必
要
が
あ
る
が
、
新
規
テ
ナ
ン
ト
の
出

店
も
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
出
足
は
好

調
の
よ
う
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
累
積

赤
字
解
消
の
た
め
に
は
楽
観
視
は
で
き

ず
、「
天
満
屋
と
の
賃
貸
借
契
約
の
見

直
し
等
や
新
た
な
取
組
み
が
必
要
」
ま

た
「
運
営
・
方
策
実
行
等
に
対
し
外
部

監
督
機
構
が
必
要
」
と
の
指
摘
も
あ
っ

た
。 

　

前
記
第
四
の
点
に
つ
い
て
は
、
支
払

利
息
は
負
債
が
圧
縮
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
毎
年
の
固
定
的
な
経
費
負
担
は
大
幅

に
縮
減
さ
れ
、
地
権
者
に
対
す
る
地
代

家
賃
に
つ
い
て
も
資
産
買
取
に
よ
り
縮

減
す
る
等
一
定
の
成
果
を
み
せ
て
お

り
、
引
続
き
経
費
削
減
に
取
組
ん
で
い

る
状
況
に
あ
る
。
と
は
い
え
「
ア
ル
ネ

第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
は
安
定
し
て
い

る
と
は
言
い
難
く
、
今
後
の
収
支
動
向

に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
析
と
厳
密
な
会

計
処
理
が
必
要
」
と
の
指
摘
も
あ
る
。

前
記
第
一
の
点
で
あ
る
私
的
整
理
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
え
ば
、
計
画

実
施
か
ら
３
年
以
内
の
経
営
黒
字
化
が

目
標
と
さ
れ
て
い
た
が
、
裁
判
等
の
影

響
に
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
遅
れ
た
。

そ
の
た
め
、
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
売

上
の
改
善
と
確
保
に
つ
い
て
は
、
現
在

よ
う
や
く
そ
の
成
果
が
出
始
め
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
以
前
の
過
去
２
年
間
に
つ
い
て
は

赤
字
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、

経
費
削
減
等
の
効
果
は
年
々
着
実
に
出

て
お
り
、
大
幅
な
黒
字
化
は
厳
し
い
に

せ
よ
、
赤
字
の
解
消
に
つ
い
て
は
視
野

の
範
囲
内
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
と
い
え

る
。
た
だ
し
、「
一
層
の
経
営
努
力
が

必
要
」
と
い
う
指
摘
も
あ
っ
た
。

⑵ 

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の

　

検
証

ア
．
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
取
り

　

組
む
ま
で
の
経
緯

　

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
は
、
地
域
の
歴

史
・
文
化
・
自
然
環
境
等
の
特
性
を
活

か
し
た
地
域
主
導
の
個
性
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
実
施
し
、
全
国
の
都
市
の

再
生
を
効
率
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
と

地
域
経
済
・
社
会
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
16
年
度
に
国

に
よ
っ
て
新
た
に
創
設
さ
れ
た
事
業
制

度
で
あ
る
。

　

市
町
村
は
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
、

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
に
実
施
す
る
各
種
事
業
を
記
載

し
た
都
市
再
生
整
備
計
画
を
作
成
し
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
事
業
費

に
充
当
す
る
た
め
に
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
が
交
付
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
計
画
期
間
終
了
時
に
、
市

町
村
に
は
目
標
の
達
成
状
況
等
に
関
す

る
事
後
評
価
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
結
果

等
に
つ
い
て
は
国
に
よ
り
チ
ェ
ッ
ク
さ

れ
、
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

イ
．
津
山
市
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
交

　

付
金
事
業
の
内
容
及
び
進
捗
状
況

　

津
山
市
は
、
平
成
16
年
度
に
、
城
下

町
と
し
て
の
魅
力
ア
ッ
プ
と
交
流
拠
点

な
ど
都
市
機
能
の
強
化
に
よ
る
中
心
市

街
地
の
再
生
を
目
標
と
し
た
都
市
再
生

整
備
計
画
を
作
成
し
た
。
事
業
年
度

は
、
平
成
16
年
度
か
ら
平
成
20
年
度

ま
で
の
５
ヵ
年
で
、
５
ヵ
年
計
画
の
３

年
目
を
迎
え
た
平
成
18
年
度
ま
で
に
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
地
域
防
災
施

設
、
災
害
時
緊
急
車
両
拠
点
、
ご
ん
ご

広
場
の
整
備
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち
づ
く
り
活

動
推
進
事
業
（
同
事
業
は
平
成
20
年
度

ま
で
の
継
続
事
業
）
を
実
施
し
て
き
た

（
総
事
業
費
約
81
億
６
千
万
円
、
う
ち

津
山
市
負
担
分
約
35
億
２
千
万
円
（
県

支
援
20
億
円
を
含
む
）。

　

平
成
19
年
度
以
降
に
実
施
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
未
実
施
事
業
は
、
地
域

交
流
広
場
（
バ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
と

地
区
集
散
道
路
の
整
備
事
業
で
あ
る
。

ウ
．
現
在
の
状
況

　

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
つ
い
て

は
、
ア
ル
ネ
駐
車
場
の
整
備
を
巡
る
県

支
援
20
億
円
を
振
り
替
え
て
そ
の
財
源

と
す
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
18
年

12
月
議
会
に
お
い
て
、
県
支
援
20
億

円
の
全
額
確
保
は
困
難
と
の
判
断
か

ら
、
同
交
付
金
の
事
業
計
画
に
お
い
て

計
画
さ
れ
て
い
た
バ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

事
業
を
見
直
し
、
中
止
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　

現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
は
、
平
成
20
年
度
ま
で
と

さ
れ
て
い
る
が
、
国
は
、
ま
ち
づ
く
り

三
法
の
改
正
に
よ
り
、
街
な
か
回
帰
、

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
に
よ
る
中
心
市

街
地
整
備
へ
の
取
り
組
み
構
想
を
打
ち

出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
21
年
度

以
降
も
同
様
の
中
心
市
街
地
活
性
化
事

業
が
政
策
上
重
要
な
位
置
付
け
に
な
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

た
だ
、
改
正
中
心
市
街
地
活
性
化
法

の
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、
実
現
性

の
高
い
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

の
策
定
、
ま
た
、
現
行
の
Ｔ
Ｍ
Ｏ 

（
タ

ウ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ニ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
：
ま
ち
づ
く
り
機
関
、
津

山
市
の
場
合
は
「
津
山
街
づ
く
り
株
式

会
社
」）
等
を
昇
華
さ
せ
て
専
門
家
が

参
加
す
る
「
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議

会
」
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
合
併
直
後
の
市
と
し
て
は
旧
町
村

中
心
地
の
活
性
化
構
想
も
含
め
た
全
市

的
施
策
の
中
で
バ
ラ
ン
ス
を
は
か
り
な

が
ら
、
今
後
の
中
心
市
街
地
整
備
施
策

へ
の
根
本
的
な
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　

未
実
施
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

（
バ
ス
・
ル
ー
ト
の
再
編
と
そ
の
結
節

点
に
な
る
バ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
、

城
西
ま
る
ご
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
事
業

等
）
に
つ
い
て
は
、
本
委
員
会
と
し
て

は
今
後
の
「
中
心
市
街
地
整
備
と
再
開

発
事
業
の
あ
り
か
た
」
に
つ
い
て
提
言

す
る
際
に
、
平
成
21
年
度
以
降
の
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
事
業
の
実
施
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
他
の
事
業
を
含
め
て
協

議
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、

「
バ
ス
ル
ー
ト
の
再
編
、
バ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
は
活
性
化
の
た
め
に
は
必

要
な
事
業
で
あ
り
、
平
成
21
年
度
以
降

に
実
施
す
る
と
し
て
も
、
平
成
19
、

20
年
度
に
も
一
部
実
施
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
、
着
手
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と

を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

第３次再建計画と
まちづくり交付金事業

についての検証
再開発事業のありかた委員会見解2
問い合わせ先　まちづくりプロジェクト推進室 332-2169

裏
面
に
続
く

ば
く
だ
い

き 

そ
ん

か
い 

り

し
ん
ち
ょ
く

し
ば
ら

１　

委
員
会
見
解
案
に

　
　

つ
い
て

　

本
委
員
会
は
、
第
６
回
委
員
会
（
平

成
18
年
11
月
30
日
）に
お
い
て
、「
第
３

次
再
建
計
画
に
至
る
ま
で
の
経
過
と
そ

の
総
括
・
教
訓
」
と
題
す
る
委
員
会
見

解
を
ま
と
め
、
平
成
18
年
12
月
６
日
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
表
し
、
平
成
19

年
１
月
10
日
に
本
市
広
報
に
掲
載
し

た
。

　

そ
の
後
本
委
員
会
は
、
第
６
回
委
員

会
か
ら
市
民
の
目
線
か
ら
見
た
「
第
３

次
再
建
計
画
」
の
検
証
を
開
始
し
、
ま

た
、
ア
ル
ネ
再
建
に
も
関
連
す
る
「
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」
に
つ
い
て
検

証
を
行
っ
て
き
た
。

　

第
９
回
委
員
会
（
平
成
19
年
２
月
８

日
）
は
そ
れ
ら
の
検
証
結
果
を
ま
と
め

た
委
員
会
見
解
原
案
に
つ
い
て
協
議

し
、
そ
の
協
議
の
結
果
を
踏
ま
え
た
修

正
案
に
つ
い
て
第
10
回
委
員
会
（
平
成

19
年
３
月
１
日
）
で
協
議
し
た
。
そ
の

上
で
、
こ
こ
に
広
く
市
民
に
対
し
て
公

表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
第
９
回
委
員
会
以
降
は
、
改

正
さ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
三
法
」
に
基

づ
き
、
中
心
市
街
地
・
旧
町
村
中
心
地

活
性
化
の
方
向
に
つ
い
て
の
協
議
を
行

い
つ
つ
あ
る
。

２　

委
員
会
見
解
２

⑴ 

第
３
次
再
建
計
画
の
検
証

ア
．
第
３
次
再
建
計
画
策
定
に
至
る
ま

　

で
の
経
過

　

前
回
の
「
委
員
会
見
解
」
で
述
べ
た

よ
う
に
、
平
成
11
年
３
月
と
平
成
14

年
３
月
に
２
度
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
補

助
金
を
導
入
し
、
平
成
15
年
３
月
か
ら

の
増
資
・
貸
付
の
緊
急
支
援
を
実
施
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
結
果
と
し

て
、
第
三
セ
ク
タ
ー
「
津
山
街
づ
く
り

株
式
会
社
」
の
本
質
的
な
経
営
改
善
に

は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
が
、
事
業
継
続

を
図
る
こ
と
に
よ
る
再
生
す
る
チ
ャ
ン

ス
は
残
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
チ
ャ

ン
ス
の
芽
を
摘
む
経
営
破
綻
に
対
す
る

危
機
感
か
ら
、
抜
本
的
な
経
営
改
善
策

に
取
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。
平
成
15
年

11
月
に
、
津
山
市
が
「
ア
ル
ネ
再
建
構

想
検
討
報
告
書
」（
第
１
次
案
）
を
作

成
し
、
市
議
会
に
提
出
し
た
。
第
１
次

案
は
、「
津
山
街
づ
く
り
株
式
会
社
」

の
経
営
継
続
を
図
る
た
め
、
ど
の
範
囲

で
、
ど
こ
ま
で
公
的
支
援
が
で
き
る
か

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
示
し
た
も
の

で
あ
っ
た
が
、
50
年
に
わ
た
る
長
期
計

画
で
あ
っ
た
た
め
、
銀
行
団
等
の
関
係

者
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
、
ま
た
、
市
議

会
も
反
発
し
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
次

に
、
平
成
16
年
３
月
に
「
津
山
街
づ
く

り
株
式
会
社
」
が
「
ア
ル
ネ
再
建
計
画

案
」（
第
２
次
案
）
を
作
成
し
、
市
議

会
に
提
出
し
た
。
第
２
次
案
は
、
ア
ル

ネ
施
設
を
一
部
公
有
化
し
、
そ
の
売
却

資
金
を
原
資
に
債
務
を
一
部
弁
済
し
、

残
債
務
に
つ
い
て
は
、
返
済
期
間
の
長

期
化
と
金
利
の
減
免
に
よ
り
解
決
し
よ

う
と
し
た
シ
ナ
リ
オ
で
あ
っ
た
が
、
市

議
会
か
ら
は
債
権
放
棄
ま
で
踏
み
込
ん

だ
抜
本
的
対
策
を
求
め
る
声
も
あ
り
、

同
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

企
業
再
生
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
松

嶋
英
機
弁
護
士
チ
ー
ム
の
協
力
を
得
な

が
ら
、「
津
山
街
づ
く
り
株
式
会
社
」

が
「
津
山
街
づ
く
り
株
式
会
社
再
建
計

画
」（
第
３
次
案
）
を
作
成
し
、
日
本

政
策
投
資
銀
行
を
中
心
と
す
る
銀
行
団

と
天
満
屋
の
同
意
を
得
た
後
、
平
成
17

年
１
月
の
臨
時
市
議
会
の
議
決
を
経
て

第
３
次
案
再
建
計
画
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

イ
．
第
３
次
再
建
計
画
の
内
容

　
「
ア
ル
ネ
再
建
計
画
」
の
目
的
は
、

経
営
不
振
の
第
３
セ
ク
タ
ー
で
あ
る

「
津
山
街
づ
く
り
株
式
会
社
」
を
再
建

し
、
ア
ル
ネ
の
再
生
を
図
る
こ
と
に
あ

っ
た
。

　

ア
ル
ネ
が
経
営
不
振
に
陥
っ
た
主
な

原
因
は
３
つ
あ
る
。

　

第
一
は
、
テ
ナ
ン
ト
の
売
上
の
不
振

で
あ
り
、
第
二
は
、
施
設
の
維
持
・
管

理
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
莫
大
で
あ
っ
た

た
め
で
あ
る
。
第
三
は
、
過
大
な
初
期

投
資
に
伴
う
有
利
子
負
債
の
負
担
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
商
業
保
留
床
取
得
費
約

63
億
円
に
対
し
、
資
本
金
が
６
億
円
し

か
な
か
っ
た
た
め
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

補
助
金
約
15
億
円
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、

「
津
山
街
づ
く
り
株
式
会
社
」
が
財
源

と
し
て
多
額
の
負
債
（
銀
行
借
入
金
約

30
億
円
、
天
満
屋
協
力
金
約
27
億
円

等
）
を
抱
え
る
こ
と
と
な
り
、
負
債
弁

済
及
び
支
払
利
息
負
担
が
経
営
を
圧
迫

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

第
３
次
の
「
ア
ル
ネ
再
建
計
画
」
の

内
容
の
特
徴
点
は
４
つ
あ
る
。

　

第
一
は
、
私
的
整
理
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
活
用
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
、
公
平
性
・
透
明
性
の
高
い
債
権
放

棄
を
求
め
る
た
め
の
ル
ー
ル
で
あ
っ

て
、
法
的
整
理
等
よ
り
も
事
業
の
毀
損

の
程
度
が
低
く
、
第
三
者
で
あ
る
専
門

家
（
多
比
羅
弁
護
士
チ
ー
ム
）
の
チ
ェ

ッ
ク
も
受
け
て
お
り
、
関
係
者
の
合
意

及
び
計
画
実
施
の
実
現
可
能
性
が
高
か

っ
た
。し
か
し
、「
計
画
の
実
現
可
能
性
」

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、「
再
建
計
画

の
収
支
と
現
状
の
収
支
に
乖
離
が
生
じ

て
い
る
」
と
い
う
指
摘
も
あ
り
、
引
き

続
き
「
私
的
整
理
」
の
結
果
の
行
方
を

見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

　

第
二
は
、
債
権
放
棄
等
の
金
融
支
援

で
あ
っ
た
。「
津
山
街
づ
く
り
株
式
会

社
」
は
、
当
時
約
61
億
円
の
負
債
を
抱

え
、
経
営
が
圧
迫
さ
れ
て
い
た
が
、
約

23
億
円
の
債
権
放
棄
等
の
支
援
（
銀
行

団
約
12
億
円
、
天
満
屋
約
11
億
円
）

を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
借
入
金
等
の

負
債
を
圧
縮
し
、
経
営
基
盤
の
強
化
を

図
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

第
三
は
、
天
満
屋
売
場
の
集
約
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
等
に
よ
り
売
上
収
入
の
改

善
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
四
は
、
支
払
利
息
・
地
代
家
賃
・

租
税
公
課
・
減
価
償
却
等
の
経
費
の
削

減
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
第
３
次
再
建
計
画
の
内
容
を

踏
ま
え
て
、
津
山
市
は
、
第
３
セ
ク
タ

ー
「
津
山
街
づ
く
り
株
式
会
社
」
の
筆

頭
株
主
と
し
て
、
商
業
床
（
３
階
・
４

階
等
）
の
購
入
に
よ
る
公
的
支
援
を
す

る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、「
津
山
街
づ

く
り
株
式
会
社
」
の
経
営
陣
も
刷
新
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ウ
．
第
３
次
再
建
計
画
の
進
捗
状
況

　

前
記
第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、
債
権

放
棄
等
の
金
融
支
援
に
つ
い
て
は
既
に

実
施
さ
れ
、
併
せ
て
一
括
弁
済
も
行
わ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
津
山
街
づ
く
り

株
式
会
社
」
の
負
債
は
、
現
在
、
約
16

億
円
に
ま
で
圧
縮
さ
れ
て
い
る
。

　

前
記
第
三
の
点
に
つ
い
て
は
、
天
満

屋
売
場
を
１
・
２
階
に
集
約
す
る
こ

と
、
及
び
、
新
規
テ
ナ
ン
ト
を
誘
致
す

る
こ
と
を
骨
子
と
す
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

は
計
画
年
次
よ
り
遅
れ
た
も
の
の
、
平

成
18
年
11
月
に
第
一
弾
が
実
施
さ

れ
、
今
後
も
段
階
的
に
実
施
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。
売
上
収
入
の
改
善

に
つ
い
て
は
、
今
暫
く
状
況
を
見
守
る

必
要
が
あ
る
が
、
新
規
テ
ナ
ン
ト
の
出

店
も
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
出
足
は
好

調
の
よ
う
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
累
積

赤
字
解
消
の
た
め
に
は
楽
観
視
は
で
き

ず
、「
天
満
屋
と
の
賃
貸
借
契
約
の
見

直
し
等
や
新
た
な
取
組
み
が
必
要
」
ま

た
「
運
営
・
方
策
実
行
等
に
対
し
外
部

監
督
機
構
が
必
要
」
と
の
指
摘
も
あ
っ

た
。 

　

前
記
第
四
の
点
に
つ
い
て
は
、
支
払

利
息
は
負
債
が
圧
縮
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
毎
年
の
固
定
的
な
経
費
負
担
は
大
幅

に
縮
減
さ
れ
、
地
権
者
に
対
す
る
地
代

家
賃
に
つ
い
て
も
資
産
買
取
に
よ
り
縮

減
す
る
等
一
定
の
成
果
を
み
せ
て
お

り
、
引
続
き
経
費
削
減
に
取
組
ん
で
い

る
状
況
に
あ
る
。
と
は
い
え
「
ア
ル
ネ

第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
は
安
定
し
て
い

る
と
は
言
い
難
く
、
今
後
の
収
支
動
向

に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
析
と
厳
密
な
会

計
処
理
が
必
要
」
と
の
指
摘
も
あ
る
。

前
記
第
一
の
点
で
あ
る
私
的
整
理
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
え
ば
、
計
画

実
施
か
ら
３
年
以
内
の
経
営
黒
字
化
が

目
標
と
さ
れ
て
い
た
が
、
裁
判
等
の
影

響
に
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
遅
れ
た
。

そ
の
た
め
、
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
売

上
の
改
善
と
確
保
に
つ
い
て
は
、
現
在

よ
う
や
く
そ
の
成
果
が
出
始
め
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
以
前
の
過
去
２
年
間
に
つ
い
て
は

赤
字
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、

経
費
削
減
等
の
効
果
は
年
々
着
実
に
出

て
お
り
、
大
幅
な
黒
字
化
は
厳
し
い
に

せ
よ
、
赤
字
の
解
消
に
つ
い
て
は
視
野

の
範
囲
内
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
と
い
え

る
。
た
だ
し
、「
一
層
の
経
営
努
力
が

必
要
」
と
い
う
指
摘
も
あ
っ
た
。

⑵ 

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の

　

検
証

ア
．
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
取
り

　

組
む
ま
で
の
経
緯

　

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
は
、
地
域
の
歴

史
・
文
化
・
自
然
環
境
等
の
特
性
を
活

か
し
た
地
域
主
導
の
個
性
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
実
施
し
、
全
国
の
都
市
の

再
生
を
効
率
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
と

地
域
経
済
・
社
会
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
16
年
度
に
国

に
よ
っ
て
新
た
に
創
設
さ
れ
た
事
業
制

度
で
あ
る
。

　

市
町
村
は
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
、

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
に
実
施
す
る
各
種
事
業
を
記
載

し
た
都
市
再
生
整
備
計
画
を
作
成
し
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
事
業
費

に
充
当
す
る
た
め
に
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
が
交
付
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
計
画
期
間
終
了
時
に
、
市

町
村
に
は
目
標
の
達
成
状
況
等
に
関
す

る
事
後
評
価
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
結
果

等
に
つ
い
て
は
国
に
よ
り
チ
ェ
ッ
ク
さ

れ
、
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

イ
．
津
山
市
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
交

　

付
金
事
業
の
内
容
及
び
進
捗
状
況

　

津
山
市
は
、
平
成
16
年
度
に
、
城
下

町
と
し
て
の
魅
力
ア
ッ
プ
と
交
流
拠
点

な
ど
都
市
機
能
の
強
化
に
よ
る
中
心
市

街
地
の
再
生
を
目
標
と
し
た
都
市
再
生

整
備
計
画
を
作
成
し
た
。
事
業
年
度

は
、
平
成
16
年
度
か
ら
平
成
20
年
度

ま
で
の
５
ヵ
年
で
、
５
ヵ
年
計
画
の
３

年
目
を
迎
え
た
平
成
18
年
度
ま
で
に
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
地
域
防
災
施

設
、
災
害
時
緊
急
車
両
拠
点
、
ご
ん
ご

広
場
の
整
備
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち
づ
く
り
活

動
推
進
事
業
（
同
事
業
は
平
成
20
年
度

ま
で
の
継
続
事
業
）
を
実
施
し
て
き
た

（
総
事
業
費
約
81
億
６
千
万
円
、
う
ち

津
山
市
負
担
分
約
35
億
２
千
万
円
（
県

支
援
20
億
円
を
含
む
）。

　

平
成
19
年
度
以
降
に
実
施
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
未
実
施
事
業
は
、
地
域

交
流
広
場
（
バ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
と

地
区
集
散
道
路
の
整
備
事
業
で
あ
る
。

ウ
．
現
在
の
状
況

　

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
つ
い
て

は
、
ア
ル
ネ
駐
車
場
の
整
備
を
巡
る
県

支
援
20
億
円
を
振
り
替
え
て
そ
の
財
源

と
す
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
18
年

12
月
議
会
に
お
い
て
、
県
支
援
20
億

円
の
全
額
確
保
は
困
難
と
の
判
断
か

ら
、
同
交
付
金
の
事
業
計
画
に
お
い
て

計
画
さ
れ
て
い
た
バ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

事
業
を
見
直
し
、
中
止
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　

現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
は
、
平
成
20
年
度
ま
で
と

さ
れ
て
い
る
が
、
国
は
、
ま
ち
づ
く
り

三
法
の
改
正
に
よ
り
、
街
な
か
回
帰
、

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
に
よ
る
中
心
市

街
地
整
備
へ
の
取
り
組
み
構
想
を
打
ち

出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
21
年
度

以
降
も
同
様
の
中
心
市
街
地
活
性
化
事

業
が
政
策
上
重
要
な
位
置
付
け
に
な
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

た
だ
、
改
正
中
心
市
街
地
活
性
化
法

の
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、
実
現
性

の
高
い
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

の
策
定
、
ま
た
、
現
行
の
Ｔ
Ｍ
Ｏ 

（
タ

ウ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ニ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
：
ま
ち
づ
く
り
機
関
、
津

山
市
の
場
合
は
「
津
山
街
づ
く
り
株
式

会
社
」）
等
を
昇
華
さ
せ
て
専
門
家
が

参
加
す
る
「
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議

会
」
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
合
併
直
後
の
市
と
し
て
は
旧
町
村

中
心
地
の
活
性
化
構
想
も
含
め
た
全
市

的
施
策
の
中
で
バ
ラ
ン
ス
を
は
か
り
な

が
ら
、
今
後
の
中
心
市
街
地
整
備
施
策

へ
の
根
本
的
な
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　

未
実
施
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

（
バ
ス
・
ル
ー
ト
の
再
編
と
そ
の
結
節

点
に
な
る
バ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
、

城
西
ま
る
ご
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
事
業

等
）
に
つ
い
て
は
、
本
委
員
会
と
し
て

は
今
後
の
「
中
心
市
街
地
整
備
と
再
開

発
事
業
の
あ
り
か
た
」
に
つ
い
て
提
言

す
る
際
に
、
平
成
21
年
度
以
降
の
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
事
業
の
実
施
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
他
の
事
業
を
含
め
て
協

議
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、

「
バ
ス
ル
ー
ト
の
再
編
、
バ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
は
活
性
化
の
た
め
に
は
必

要
な
事
業
で
あ
り
、
平
成
21
年
度
以
降

に
実
施
す
る
と
し
て
も
、
平
成
19
、

20
年
度
に
も
一
部
実
施
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
、
着
手
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と

を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

第３次再建計画と
まちづくり交付金事業

についての検証
再開発事業のありかた委員会見解2
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裏
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ら


